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1 日本インカレ

1.1 監督の言葉

日本学生 監督 八田 秀雄
日本学生対校は 7月 2-4日国立競技場で行われま
した。好天に恵まれ、気温が高くなりました。こ
の大会は院生、学部生の区別がなく、男子 5名、
女子 2名とエントリーとしては多くできました。
1日目の川添は最初の 4.80を跳べず。しかし今
年中に 5.20を跳ぶと宣言。藤田は 14.74。関東イ
ンカレに比べるとよくはなってきたものの、も
う少しというところです。最終日 4日は松本が
ハーフに出場。最初のトラック２周を先頭で走
る積極性で驚かせてくれました。そして中盤ま
で先頭集団を維持。13キロあたりからトップの
スパートについていけなかったものの、大きく
は離されず粘りの走りで 15位あたりをキープし
続け、30度近い暑さの中 67分 7秒の 15位。箱
根の有力校選手を中心に 70名出場した中でのこ

の結果は、本人はまだ納得いっていませんが、非
常によかったと思います。箱根予選が本当楽し
みになってきました。女子の塩入は関東インカ
レには記録的には及ばなかったものの、福島大
の２番手に勝って、その組では 2位でゴールし
健闘しました。棒高跳びの 1年本間も関東イン
カレ同様 3.00を３回目にクリアーして 26位と
順位がつきました。最後の競歩は春木と院生の
後藤が出場。ともに最後尾から入ります。30度
の中でのサバイバルレースとなり、失格者続出。
春木は中盤以降どんどん前を食っていって、最
後までいい歩きができて、11位と大健闘でした。
後藤は中盤で失格でした。今回は自分たちの力
を出すことはかなりできたと思います。関東イ
ンカレで活躍できたら、この大会を目指す、と
いう雰囲気でやれるようになってきた手応えは
感じられました。

1.2 主将の言葉

主将 式場健太
去る 7月 11日、群馬県の敷島運動公園で四大戦
が行われました。七大へのはずみをつけるべく、
積極的に総合優勝を狙っていきましたが、結局は
東学大に力の差を見せつけられて総合 2位。対
校戦で勝利することの難しさを痛感する試合と
なりました。しかし、他校が主力を欠いたとは
いえトラック優勝を果たしたこと、フィールド
種目で 1年生が活躍したことなど明るい話題が
なかったわけではありません。七大まであと 3
週間、今大会の収穫と反省を活かし、部員一同
ますます練習に励んでいこうと思っております。
ご声援よろしくお願いいたします。
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1.3 女子主将の言葉

女子主将 塩入敦子
本年度は、棒高跳の本間 (1年)と 400mHの塩入
(4年)が日本インカレに出場いたしました。両名
とも決勝進出は逃しましたが、日本インカレに
複数の選手を送り込めたことは近年にない成果
であり、意識の高まりと共に東大女子の競技力
の向上を実感しております。今後もより多くの
選手が関東インカレ、日本インカレを目指し、練
習を積んでいくようなチーム作りに励んでいき
たいと思います。四大戦においては、選手層の
薄さに苦戦しながらも、ここ数年続いていた最
下位からついに脱出することができました。ほ
とんどの選手が多種目出場となりましたが、よ
くこなし、七大戦にもよい弾みをつけることが
できました。来月の七大戦では 3年ぶり 2回目
の総合優勝をぜひとも勝ち取りたいと、部員一
丸となっております。OB・OGの皆様におかれ
ましては、男子に負けない大きなご声援をよろ
しくお願いいたします。

1.4 選手の言葉

男子 10000mW 春木洋輔 (5年)

六月中調子を落として練習をこなせていな
かったので、二十位前半なら上出来と考えて
いましたが、十一位と予想以上の成績を残
せました。前半飛ばした選手が強い日差し
と暑さのため失速したこと、判定が厳しく
有力選手が数名失格したこと等、運にも恵
まれた上、万全の状態でなかったために欲を
出さず自分の力を出し切ることに専念した
ことが今回の結果に結びついたのだと思い
ます。また、入賞した上位陣も後半は大きく
ペースを落としており、今は力の差がある
とはいえ、決して届かない相手ではないと
思いました。今後は日本選手権 20kmWに
も挑戦して、より高いレベルで戦えるよう
頑張ります。応援ありがとうございました。

　

男子ハーフマラソン 松本 翔 (1年)

今回はハーフマラソンを走らせて頂きまし
たが、他に標準を切っている種目がないた
めに出場することになりました。冬場に向

け経験しようという意味もこめて走りまし
たが、結果を言えば力不足でした。後半は非
常に苦しみ、順位もタイムも不満の残るも
のでした。しかしいい経験をさせて頂きま
したし、この経験をチーム内に活かして行
きたいと思います。今後は長距離合宿を通
して力をつけ、チームのレベルアップとと
もに自分も頑張りたいと思います。今回は
暑い中、応援などありがとうございました。

男子三段跳 藤田靖浩 (4年)

非常に暑い中応援してくれたみなさん、本
当にありがとうございました。また一緒に
頑張れたらいいですね。

　

男子棒高跳 川添雄太 (院 2年)

棒高跳で全日本インカレに出場しましたが
記録なしでした。今年は学生最後の年なの
で、日体大に通ったり新しいポールを買っ
たりするなど現状でやれる限りの事をして
きました。結果は記録なしで多くの方々の
期待に添えられない形になってしまいまし
たが、後悔のようなものはありません。た
だこのまま終わりたくはないのでこれから
もより高みを目指して頑張っていきたいと
思います。それと同時にコーチとして後継
者を育てていく事で東大陸上部に貢献して
いきたいと考えています。

女子 400mH 塩入敦子 (4年)

4年目にして念願の標準切りを果たし、つい
に日本インカレの舞台に立つことができま
した。持ち記録では予選突破は厳しい状況
でしたが、憧れの大会でベストを尽くそう
と、開き直ってレースに臨みました。その結
果としての組 2着 62”91という成績は、「上
出来だったのではないか」、「でももう少し
で決勝にいけたのでは…」と、満足感と悔
しさが入り混じった複雑なものでした。し
かし、日本インカレに出場したこと、そこ
で悔しさを感じられたことでまた一つ自分
が成長できたと実感しています。次は憧れ
ではなく、勝負する場として、この舞台に
戻ってきたいと思います。暑い中、多くの
部員、そしてOB・OGの皆様に声援を送っ
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ていただきありがとうございました。今後
も向上心を忘れず、更に上を目指して練習
を積んでいきたいと思います。　

女子棒高跳 本間諒子 (1年)

日本インカレという大きな大会に出場できて
とても嬉しく思います。開始の高さが 3m00
で少し不安でしたが、なんとかクリアでき
てよかったです。記録としてはまだまだ自
己ベストの 3m20にも届かず残念でしたが、
この大会でやはり自分の体力不足を感じた
ので、この夏にしっかり練習を積んで記録
を伸ばしていきたいと思います。応援して
下さったみなさん、本当にありがとうござ
いました。

1.5 試合経過

トラック 3日目 (7/4)

9:15 男子ハーフマラソン決勝
松本 (1年)の出場。高校時代の 10000mで標
準記録を突破しており、初ハーフマラソン
が日本インカレという大舞台となった。積
極性が売りの松本は、スタート後いきなり
70人の集団を引っ張る。その後も先頭集団
の前方へ位置し、10kmを 31’27”で通過。入
賞の期待を抱かせる。しかし、25℃を越え
る暑さも影響して、後半に入ると疲れが見
え始める。12km過ぎからペースが上がる
と、集団は一度にばらけ、松本も先頭から
離れてしまう。レース終盤、入賞ラインで
ある 8番手まで 10秒差付近で必死に粘り、
1:07’09”の 15位でゴール。1年生ながら並
みいる強豪校と渡り合い、堂々の走りを見
せた。

11:00 女子 400mH予選
4組７レーンに塩入 (4年)の出場。予選は
6組あって、各組 1着とタイムのよい 2名
が決勝進出という厳しい条件となった。号
砲 1発、塩入はまずまずのスタートをきる
と、好調さをうかがわせる走りでバックス
トレートに出て快調に飛ばす。関東インカ
レから採り入れた逆足のハードルも無難に
こなし、第 4コーナー出口で 3番手につけ

る。直線に入ってからもねばりを見せ、福島
大の選手をかわし 2番手に浮上。組１着を
狙って先行する東京学芸大の安楽を必死に
追うが、届かず 2着 62秒 91でゴール。トッ
プのタイムが 62秒 28であり、ベストの走
りをすれば決勝進出も可能だっただけに悔
やまれる結果となった。

12:40 男子 10000mW決勝
昨年に引き続いて、春木 (5年)、後藤 (院 2
年)の出場。気温 30度を超える、ハードな
コンディションの中のレースとなった。春
木はいつも通り、出場 56 人の最後尾につ
けて冷静に攻める。それでも 1000mの通過
は 4’21”と、明石氏の東大記録 43’18”68の
更新も十分 狙えるタイムであった。さすが
に暑さのせいでその後ラップは伸びないが、
確実に前を拾って順位を徐々に上げていく。
5000mを 22’21”で通過した後は、しばらく
前に人がいなくなり我慢のレースとなるが、
6800m付近で再び集団につくと更に順位を
上げ、8000m過ぎでスパートをかけてその
まま ゴールまで粘った。記録は 44’51”28。
順位は 11位まで上がっていた。自己ベスト
には 1分足らず及ばなかったものの、30人
以上を抜き去る痛快な レース内容で、観客
席を大いに沸かせてくれた。
一方、後藤は、練習不足が懸念されたが、大
舞台で見事な集中力を発揮。1000mを 4’25”
で通過すると、その後も確実に週 110”台の
ラップを刻ん でいく。中盤以降は、後方集
団からこぼれた選手を 1人また 1人と交わ
していき、見せ場は十分であったが、残念
ながら 5800m過ぎで 3度目の警告を受 け、
またしても記録を残すことはできなかった。
今年は、有力選手を含む、11人が失格とな
るという空前の厳しさとなり、審判の求め
る技術が年々上がってきていることを思い
知らされるレースとなった。

フィールド 1日目 (7/2)

12:30 男子棒高跳決勝
川添 (院2年)の出場。今季すでに5m00を跳
んでいる川添はポールを 1ランク上のポー
ルに変えての挑戦。最初の高さは 4m80。1
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跳目、高さはあるもののアップライトが合
わず失敗。2跳目、アップライトを少し手前
にしたが、風が悪く助走が安定せずに失敗。
3跳目、一瞬跳んだかと思わせる跳躍だった
が、若干アップライトが合わずに失敗。記
録なしに終わった。

15:00 男子三段跳決勝
藤田（4年）の出場。1跳目,助走スピード
は乗るものの踏切板をわずかに越えてしま
いファール。2跳目,3跳目はステップで体勢
を崩し、14m74ー 14m54という結果で、惜
しくもベストエイト入りを逃した。

フィールド 3日目 (7/4)

10:00 女子棒高跳決勝
本間 (1年)の出場。開始の高さは 3m00。今
季一度しか跳んでいない高さなので不安が
残る。風が悪く 1跳目、2跳目と失敗する
が、3跳目に余裕のある跳躍で 3m00をクリ
ア。次の高さは 3m20。12ftのポールでは限
界だったのか高さが足りずに 3m10はクリ
アならず。記録は 3m00で 26位に終わった。

1.6 試合結果

第 73 回日本学生陸上競技対校選手権大会

於 国立霞ヶ丘競技場 (H16.7.2-4)

男子ハーフマラソン決勝
1 佐藤慎悟 駒澤大 1:06’00
2 石田直之 中央学大 1:06’03
3 田口康平 大東大 1:06’08
4 松瀬元太 順大 1:06’09
5 市村一訓 東海大 1:06’23
6 末吉勇 岡山大 1:06’31
7 原田拓 国士大 1:06’38
8 篠崎洸太 青学大 1:06’43
15 松本翔 東京大 1:07’09

男子 10000mW決勝
1 谷井孝行 日大 41’36”17
2 山崎勇喜 順大 41’37”15

3 小林史拓 順大 42’16”53
4 山田尚人 山梨学大 42’34”07
5 池谷直 順大 42’49”10
6 鈴木洋平 国士大 42’53”46
7 黒瀬剛 東海大 43’13”50
8 高橋浩輔 東洋大 43’48”15
11 春木洋輔 東京大 44’51”28
- 後藤理 東京大 DNQ

男子三段跳決勝
1 井上大資 東海大 16m10(+0.3)
2 石川和義 筑波大 16m05(-1.3)
3 梶川洋平 法大 15m86(-0.5)
4 稲葉広幸 東海大 15m70(-0.1)
5 銭谷飛鳥 筑波大 15m50(+0.5)
6 藤林献明 鹿屋体大 15m30(+0.1)
7 竹内敦史 早大 15m26(+0.5)
8 金子智哉 熊本大 15m16(+0.4)
20 藤田靖浩 東京大 14m74(-0.1)

男子棒高跳決勝
1 篠塚崇 順大 5m20
2 柏木俊介 日体大 5m20
3 森部雅文 日体大 5m20
4 井村俊雄 筑波大 5m10
4 小西創 中京大 5m10
6 草間裕 筑波大 5m10
6 長 善行 鹿屋体大 5m10
8 小島智英 順大 5m00
- 川添雄太 東京大 NR

女子 400mH決勝
1 久保倉里美 福島大 57”36
2 湯野真由美 筑波大 59”04
3 西尾千沙 東学大 59”33
4 石野智恵子 順 大 59”90
5 能登裕美 青学大 60”58
6 安樂桂子 東学大 60”82
7 坪田可奈子 弘前大 61”30
8 片岡弥生 日女体大 61”42

女子 400mH予選 (1着+2)
4組
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2 塩入敦子 東京大 62”91

女子棒高跳決勝
1 前田朋子 中京大 3m90
2 南野弥生 筑波大 3m90
3 金札絵里香 中京大 3m75
4 吉原礼 筑波大 3m75
5 松本佳江 中京大 3m70
6 小宮留美子 日女体大 3m70
7 田中宏美 早大 3m60
8 中川舞子 早大 3m60
26 本間諒子 東大 3m00

2 四大戦

2.1 監督の言葉

四大戦 監督 八田 秀雄
四大戦は 7月 4日群馬敷島競技場で行われまし
た。開会式の頃雨だったので、午後には上州名物
雷雨かと心配しましたが、その後終わりまで晴れ
でした。その分気温は上がって午後は 32度。終始
強い追い風が吹き続け、短距離 100系や跳躍はす
べて追い参、400系は前半の強い向かい風で記録
が伸びない、という条件でした。トラックではど
れも追い参ですが米田が 100m10.65、200m21.90
で 2種目 1位、田中が 110H15.12(参)で 1位。中
距離では新井が 1500mで 4.02.71で１位。足が
不調だった式場も 3種目走れ、七大でもトラック
では点を稼げそうになってきました。フィール
ドでは宮が走高跳で 1.95の自己ベストで 1位に
なったのが最も目立ちました。しかし七大で得
点を稼ぐはずの幅三段では、藤田に続く選手が
今ひとつという印象です。投擲も合田が 3種目
こなせるようになったのはよしとしても、中身
はもう一つでした。ここで松本に続いて、400m
の小沢、沖田、三段の倉員、投擲の関原、小林な
ど、１年生で対校選手として使えそうな選手が
多く出てきたのはよいと思います。女子は 3位ま
でしか得点とならない厳しい試合ですが、塩入、
目黒が 2位。リレーも 2位で最下位脱出でした。
総合は男子は学芸に 16点差の 2位。トラック優
勝。女子は 3位でした。七大では男女ともにも
ちろん優勝のチャンスはあります。米田、新井、
松本、藤田、合田、塩入、目黒を中心に上位を

とれる選手はいるので、下位入賞をどれだけ積
み重ねられるのかがポイントでしょう。

2.2 試合経過

トラック

10:00 男子 4× 100mR 決勝
6レーンに、瀧山 (2年)-米田 (3年)-相
川 (2年)-式場 (4年)の走順で出場。瀧
山はスタートからうまくスピードに乗
れず、内側の 3選手に詰め寄られてし
まう。しかし、4番手でバトンを受け
た米田が、向かい風をものともせずぐ
んぐん加速し一気にトップに立つ。相
川へのバトンパスでややもたついたが、
相川も伸びのある走りでトップを維持。
足に故障を抱えるアンカー式場は、や
や自重した走りで埼大に差を詰められ
るが、余裕をもって 1着でゴール。タ
イムは 42”51であった。

10:10 女子 4× 100mR 決勝
5レーンに、小原 (2年)-塩入 (4年)-本
間 (1年)-目黒 (4年)の走順で出場。小
原は良い反応で飛び出すと、スムーズ
に加速していく。塩入へのバトンパス
も成功し、東学大と競り合ったが、本
間とタイミングが合わず大きく遅れを
とってしまう。本間は挽回しようと力
走するが目黒へのバトンパスもうまく
つながらない。目黒の必死の追い上げ
も届かず 52”84の 2着であった。

10:20 男子 3000mSC 決勝
中原 (3年)岡田 (2年)の出場。例年通
りオープン参加の選手と同時にスター
ト。廣澤 (東学大)が 1000mを 3’06”の
ペースで一人大きく抜け出す中、2人と
も 6人からなる 2位集団につけ同 3’17”
と落ち着いて入るその後もペースは変
わらないが 1600m辺りから集団の先
頭が目まぐるしく変わるものの岡田は
冷静に対処し、2400m過ぎからは積極
的に前に出て後続を 10m離し、終盤詰
められるもそのまま 9’58”60の 2位で
ゴール自己ベストを約 5秒更新した七
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大戦の選考も兼ねていたこのレースで
深瀬 (4年)(10’13”03でゴール)ととも
に対校選手に決まり、得点獲得が期待
される一方、中原は 1800mから足首の
不安と疲労が影響してペースを維持で
きずに後退し踏ん張りきれずラスト 1
人にも抜かれ 10’18”39の 6位でゴー
ル。1500mなどの対校種目では結果を
残しているだけに残念な結果となった

10:40 男子 400m 決勝
3レーンに伊勢田 (2年)、8レーンに田
中佑 (3年)の出場。伊勢田はスタート
でやや出遅れるが、焦ることなく徐々
に順位をあげていく。ラストの直線で
は追い風を受け、先行する東学大の選
手を追い上げるが届かず 51”61 で 2
着であった。田中佑はなかなか良いス
タートを切ると、強い向かい風の吹く
バックストレートもうまく走り、4番
手辺りでコーナーに入っていく。苦手
の後半も何とか粘り、1人をかわし 3
着 52”72でゴール。

11:00 男子 1500m 決勝
新井 (2年)平原 (2年)の出場スタート
直後に新井と東学大の依田の 2人が飛
び出し先頭 2人と平原を含む後方の集
団の 2つに分かれてレースは展開する
400m は新井 62 秒平原 67 秒で通過。
新井は 4 分切りを目指して積極的に
リードするが、強風の影響か 2周目は
68秒とペースが落ちてしまう。一方第
2集団からは 2人が抜け出しさらに二
分。平原は第 3集団の中ほどを行く展
開に。新井は終盤まで依田の追走を受
けたが得意のスパートでラスト 200m
からぐいぐい引き離し 4’02”71の 1位
でゴール。残念ながらまたも 3分台は
ならなかった平原は急遽出場すること
になりしかも初の対校での出場であり
勝負に徹するべく前半は自重していた
が 1000mの通過 2’56のスローペース
にしびれを切らしスパート。逃げ切り
に成功し 4’22”の 5位で 2点を獲得。タ
イムは悪かったが最低限の仕事はこな
した。

11:15 女子 1500m 決勝
河本 (2年)の出場。集団は学大の選手
に引っ張られる形で縦に長く形成され
る。河本は最後尾につき 400mを 81秒
で通過。このハイペースがたたり 2周
目 100秒 3周目 104秒とペースはずる
ずると落ちていく。各選手とも皆ペー
スはまちまちで苦しい一人旅となった。
部員達の熱い声援を受けて力走するも
6’01”40の 5位に終わった。普段はマ
ネージャーとして部に大いに貢献して
くれておりなかなか練習を積めない事
情はあろうが今回の経験を活かし、実
力を養うとともに徐々にペース感覚を
磨いていってほしい。

11:30 男子 110mH 決勝
3レーンに田中啓 (4年)、7レーンに梅
沢 (2年)の出場。2人ともスタートは
やや出遅れるが、ハードルを越えるご
とにリズムに乗り上位につける。田中
啓のハードリングは最後まで乱れず、
追風参考記録ながら 15”12という好タ
イムで優勝。梅沢も粘り、15”96の 3
着でゴール。このとき、追風 4.0mで
あった。

12:10 男子 100m 決勝
4 レーンに米田 (3 年)、6 レーンに式
場 (4年)が出場。米田はスタートこそ
いつもの爆発力は見られなかったもの
の、そこからの加速はすばらしく、ぐ
んぐん後続を引き離して 10”65の 1着
でフィニッシュ。式場はなめらかなス
タートでうまくスピードに乗り、3位
争いを展開。最後は埼大の星にわずか
に届かず 4着、10”84でのゴール。こ
のとき追風 4.4mであった。追風参考
とはいえ、2人とも自己ベストを上回
る好走を見せた。

12:35 女子 100m 決勝
8レーンに津村 (4年)が出場。他大学
の選手との力の差が大きく、スタート
から出遅れてしまう。自分のペースを
守って走りきり、6着 14”81(+6.1)で
あった。
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12:55 男子 400mH 決勝
7レーンに磯部 (2年)の出場。1台目で
バランスを崩してしまい、他選手に大
きく先行を許す厳しい展開となる。バッ
クストレートの強い向かい風の中、必
死の走りをみせるが差は更にじわじわ
と開いてゆく。結局、62”73の 5着に
終わった。

13:05 女子 400mH 決勝
5レーンに塩入 (4年)の出場。スター
ト直後から強風が吹き荒れ、バックス
トレートでは大きくインターバルが乱
れてしまう。コーナーに入ってやや調
子を取り戻し 19歩で押していくが、前
半でのロスが響きいつもの伸びが見ら
れず、2着 65”93でゴールした。

13:20 男子 800m 決勝
庄司 (3年)橋本 (2年)の出場庄司はス
タート後から積極的に前に出ていき、
橋本は後方に控える 200m付近ではは
やくも前方 5 選手後方 3 選手の 2 つ
の集団に分かれる。強風の中庄司は前
の集団の 2番手につけ橋本は後方の集
団を引っ張る形でレースは展開してい
く。400 ｍは 59 秒と比較的遅いペー
スで通過庄司はそのまま先頭について
いったが先頭の選手の仕掛けに反応す
るのが遅くなりラストスパートで激し
い 2位争いは制したものの先頭の選手
との差を詰めることはできず 2’00”40
の 2位でゴール。勝てる可能性が十分
あったレース展開だっただけに少し残
念であった橋本は試合直前に体調を崩
していたため呼吸器がもたずその後も
苦しいレースとなったが懸命に得点を
取ろうと頑張り 2’06”94の 6位でゴー
ルした。

13:30 女子 800m 決勝
目黒 (4年)の出場。目黒はスタートか
らいつものように積極的に先頭に出る。
そのまま先頭で引っ張っていき400mを
68秒で通過。500mを過ぎたあたりで
目黒を風よけにつかい後方につけてい
た選手にかわされると目黒はついてい
くことができずラスト 200mでスパー

トをかけたものの前の選手との差は縮
まらないまま 2’20”63 の 2 位でゴー
ルした。来年の全日本インカレ出場を
目指している目黒にとっては不本意な
レースと思われ七大戦こそは目標を達
成してほしい。

13:50 男子 200m 決勝
3 レーンに式場 (4 年)、5 レーンに米
田 (3年)の出場。米田は好スタートを
切り、コーナー出口で完全に先頭に立
つ。直線でも強い追風を受け、伸びの
ある走りで他を圧倒し、21”90の 1着
でゴール。見事 2冠を達成した。式場
は足をかばいながらコーナーをうまく
乗り切ると、第 4コーナー出口で一気
に伸びてきて 2番手に浮上。しかし、
残り 50メートルあたりでふくらはぎ
の痙攣に襲われ後退してしまう。足を
ひきずりながらも何とか 3着は守りき
りゴール、記録は 22”86であった。こ
のとき、追風 3.1m。

14:20 男子 5000m 決勝
宮崎 (3 年) と村田 (3 年) の出場。
1000m までは落ち着いた展開のまま
3’10 で通過。1000m を過ぎて村田は
3 人による先頭集団を形成。4000m
まで激しい先頭争いを繰り広げるが、
スパート合戦に敗れ、残り 1000mは
3’16でトップと 21秒離されてしまい、
15’58”60の 3位。一方、宮崎は 3人か
ら遅れるも後方から先頭を伺う 4番手。
必死に前を追うも後半はバテてしまい、
5位でゴールした (16’13”95)。風が強
い中、両選手とも最後まで粘りきるこ
とができなかったのは残念であった。

15:10 女子 3000m 決勝
清水 (2年)の出場。5名の出場によって
行われた。東学大の二人がとび出し清
水は埼大の選手についていく形となる。
始めの 1000mは 3分 45秒。軽快にと
ばす。しかし徐々に前の選手との差が
開き一人旅となってしまい苦しい展開
になる。後半は 1周 100秒にまでラッ
プが落ちてしまう。しかしラストは持
ち前の粘り強さを見せて 11’54”94の 4
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着でゴールした。国公立戦に続く自己
ベスト更新となり好調ぶりをアピール
した。

15:40 男子 4× 400mR 決勝
6 レーンに、伊勢田 (2 年)-田中佑 (3
年)-小澤 (1年)-沖田 (1年)の走順で出
場。伊勢田は 1番外側のレーンという
不利にも負けず、トップでバトンをつ
なぐ。田中佑は、なかなかの位置取り
で先頭を維持しラストの直線に入って
くる。最後少し疲れ、2人にかわされ
るが混戦のままバトンは 3走小澤へと
わたる。小澤は冷静に展開を読み、3
番手に控えて前を伺う。ラストの直線
でスパートすると、バトンパス手前で
1人をかわし沖田へ。沖田は、向かい
風の強いバックストレートでは力を温
存する作戦で一時は最下位まで後退す
るが、後半一気にスパートし 2人をか
わして 2着でゴール。記録は 3’28”10
であった。

フィ－ルド

10:00 男子棒高跳 決勝
松林 (院2年)、持永 (2年)の出場。足あ
わせのとき降っていた雨も練習跳躍の
時には上がり、短距離では追い風参考
になるほどのいい追い風の中での試技
開始。持永は 3m00、3m20をそれぞれ
一跳目で跳ぶものの、3m40はアップラ
イトが安定せず跳べずに終わった。松
林は 3m40から試技を開始。一跳目で
難なく 3m40を跳ぶ。次の高さの 3m60
は跳べそうではあったがわずかに高さ
が足りずに失敗。持永が 3m20で 6位、
松林が 3m40で 5位に終わった。

10:00 男子走幅跳 決勝
吉岡 (4年)、竹内 (2年)の出場。時折
5mを超す追い風の中、両選手とも本
来の力を出しきることができず、吉岡
が 5跳目に 6m60(＋ 1.9)を跳び 7位、
竹内が 5跳目に 6m89(＋ 2.2)を跳び 4
位であった。

10:00 女子走幅跳 決勝
小原 (2年)、本間 (1年)の出場。強い追

い風の吹く中での競技となった。小原
は 1跳目に 4m57を跳び、その記録で 6
位につけて 4跳目以降に臨む。その後、
4跳目に 4m58と記録を伸ばすが、そ
のまま 6位に終わった。本間は 2跳目
の 4m50で 7位となり、5跳目に 4m54
と伸ばしたが結局 7位に終わった。

10:00 男子ハンマー投 決勝
小笠原 (M1)、合田 (2年)の出場。小
笠原は、6投ともほぼ 40m台となる、
安定した投擲を見せた。序盤は学芸大
の選手にリードされ、三番手であった
が、三投目に逆転に成功し、41m73の
2位となった。一方、合田は緊張のため
か、思うような投擲ができず、29m00
の 6位であった。

11:30 男子砲丸投 決勝
田上（2年）と小林（1年）の出場。と
もに 1投目は 8m台であったが、徐々
に記録を伸ばしてゆき、6投目に田上
は 9m26、小林は 9m41を投げ、自己ベ
ストを更新した。しかし順位は 3投目
終了時点と変わらずに、田上が 6位、
小林が 5位であった。

12:30 男子走高跳 決勝
田中 (4年)、宮 (2年)の出場。田中は槍
投げと並行しての出場であった。この
日は強風のため助走をあわせにくく、
また試技中に風でバーが落ちてしまう
といった競技には厳しいコンディショ
ンであった。競技は 1m70から開始さ
れ、田中・宮ともに 1m80から試技を開
始した。1m80,田中は 2度目で、宮は 1
度でクリアー。1m85は田中は 1度で、
宮は 2度目でクリアーした。1m90,田
中は 3度とも高さは足りていたがわず
かにクリアランスに失敗して脱落。記
録 1m85で 4位であった。宮は 1m90・
1m95ともに 1回でクリアーし、自己
記録の 1m90を更新した上で 2m00に
挑んだ。結局 2m00をクリアーするこ
とはできなかったが、記録 1m95で試
技数の差により 1位であった。宮は今
後、関東インカレのA標準 (2m00)の
突破が期待される結果であった。
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13:00 男子やり投 決勝
池田 (4年)、関原 (1年)の出場。池田は
助走を少し変えて臨むも上手く噛み合
わず、3投目終了時までは 7位。しかし
4投目になんとか意地を見せ、46m03
で一人かわしての6位であった。関原は
今季初の試合ということで、まずは中
助走で記録を残し、その後全助走に切
り換えた。しかし今回はまだ合わず、
結局中助走の 46m66の記録で 5位で
あった。今後の伸びが期待される。

14:00 男子三段跳 決勝
佐野 (2 年)、林 (2 年)の出場。佐野は
ゆっくりとした出だしの助走を試みる
が、接地がうまくいかず、また上体が
かぶり気味で 5本目まで潰れた跳躍を
繰り返してしまう。6本目に 開き直っ
てスピードを上げると、まとまった跳
躍をみせるがファール。2本目にマー
クした 13m32に終わる。 林は足のケ
ガを押しての跳躍。3本目になんとか
13m10をマークするも、足を痛めてし
まう。それでも試技を続けるが、走り
抜ける試技を繰り返しまともに跳躍す
ることが出来ないまま終わる。佐野が
7位、林が 8位であった。

14:30 男子円盤投決勝
合田 (2年)、倉員 (1年)の出場。向か
い風に恵まれた好条件の中、合田は調
子が悪いながらも 1投目で 35m84の
好記録を残し、3投目まで 1番手を保
つ。2投目・3投目も 35m代の好記録
を残すが、1投目の記録には及ばない。
後半は、先に行なわれた砲丸投とハン
マー投げの疲れもあったのか、4・5投
目をファールして記録が伸びず、結局
1投目の記録で 3位に終わった。倉員
は三段跳への出場直後だったこともあ
り、1投目をパスし、2投目も 23m51
と振るわない。しかし、後半になると
少しずつ調子を上げ、5投目に 25m88
の記録を残し、7位となった。

2.3 試合結果

第 29回国立 4大学対校陸上競技大会
第 11回国立 4大学対校女子陸上競技大会

於 敷島公園陸上競技場 (H16.7.11)

男子 100m決勝 (+4.4)
1 米田武史 東京大 10”65
2 鈴木剛 埼玉大 10”68
3 星洋輔 埼玉大 10”84
4 式場健太 東京大 10”84
5 岩田知剛 群馬大 11”28
6 田中健次 東学大 11”34

男子 200m決勝 (+3.1)
1 米田武史 東京大 21”90
2 橘京佑 東学大 22”50
3 式場健太 東京大 22”86
4 宮本俊宏 東学大 23”04
5 町田逸人 群馬大 23”10
6 清水赴也 群馬大 23”17

男子 400m決勝
1 松本和裕 東学大 50”85
2 伊勢田明弘 東京大 51”61
3 田中佑貴 東京大 52”72
4 小関翔士 埼玉大 52”23
5 門脇裕太 東学大 55”40

男子 800m決勝
1 西村俊夫 群馬大 1’59”84
2 庄司一郎 東京大 2’00”40
3 小林徹也 埼玉大 2’00”40
4 依田崇弘 東学大 2’01”34
5 伊藤拓也 東学大 2’05”11
6 橋本淳 東京大 2’06”94

男子 1500m決勝
1 新井邦生 東京大 4’02”71
2 依田崇弘 東学大 4’04”20
3 斎藤裕一 東学大 4’17”67
4 長谷川洋平 埼玉大 4’18”96
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5 平原唯灯 東京大 4’22”62
6 斎藤真人 埼玉大 4’27”67

男子 5000m決勝
1 高橋優一 群馬大 15’37”70
2 木村豊 東学大 15’52”73
3 村田拓哉 東京大 15’58”60
4 高木義春 群馬大 16’12”06
5 宮崎哲平 東京大 16’13”95
6 吉田剛 埼玉大 16’37”60

男子 110mH決勝 (+4.0)
1 田中啓 東京大 15”12
2 藤原泰裕 東学大 15”29
3 梅沢啓 東京大 15”96
4 田村亮 群馬大 16”18
5 矢野隆照 東学大 17.58

男子 400mH決勝
1 北嶋将志 東学大 55”00
2 松本和裕 東学大 56”36
3 矢島悟史 群馬大 56”36
4 國分隆行 埼玉大 58”36
5 磯部洋輔 東京大 62”72

男子 3000mSC決勝
1 廣澤務 東学大 9’53”18
2 岡田良平 東京大 9’58”60
3 飯田哲也 東学大 9’59”36
4 梅澤智行 群馬大 10’08”76
5 小林徹也 埼玉大 10’14”65
6 中原健二 東京大 10’18”39

男子 4× 100mR決勝
1 東京大 42”51
(瀧山-米田-相川-式場)
2 埼玉大 42”77
3 東学大 43”26
4 群馬大 44”76

男子 4× 400mR決勝
1 群馬大 3’25”36
2 東京大 3’28”10

(伊勢田-田中佑-小沢-沖田)
3 東学大 3’28”56
4 埼玉大 3’29”65

男子走幅跳決勝
1 渡辺真樹 群馬大 7m25(+3.4)
2 鈴木剛 埼玉大 7m05(+1.9)
3 福田雄介 群馬大 6m91(+3.1)
4 竹内昌男 東京大 6m89(+2.2)
5 森下裕史 東学大 6m80(+3.9)
6 木村友紀 東学大 6m69(+3.4)
7 吉岡和夫 東京大 6m60(+1.5)

男子三段跳決勝
1 鈴木剛 埼玉大 14m80(+5.2)
2 藤原泰裕 東学大 14m73(+6.4)
3 渡辺真樹 群馬大 14m49(+5.8)
4 木村友紀 東学大 14m31(+3.0)
5 福田雄介 群馬大 13m60(+5.6)
6 佐野太郎 東京大 13m32(+6.8)
7 林盛 東京大 13m10(+4.9)

男子走高跳決勝
1 宮正彦 東京大 1m95
2 遠藤哲哉 埼玉大 1m95
3 黒田陽介 東学大 1m90
4 田中啓 東京大 1m85
5 矢野隆照 東学大 1m80
6 福田雄介 群馬大 1m70

男子棒高跳決勝
1 稲垣圭吾 群馬大 4m40
2 今城圭吾 東学大 3m80
3 河野隆一郎 埼玉大 3m60
4 中山聖 東学大 3m40
4 松林武生 東京大 3m40
6 持永新 東京大 3m20

男子砲丸投決勝
1 相京優也 群馬大 14m37
2 加藤久晴 東学大 12m20
3 堀内翔 埼玉大 11m02
4 中山聖 東学大 10m30
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5 小林宗隆 東京大 9m41
6 田上遼 東京大 9m26

男子円盤投決勝
1 相京優也 群馬大 38m32
2 加藤久晴 東学大 35m98
3 合田隆彦 東京大 35m84
4 桜井太郎 群馬大 33m08
5 井上直紀 東学大 30m97
6 河野隆一郎 埼玉大 27m88
7 倉員智瑛 東京大 25m88

男子ハンマー投決勝
1 相京優也 群馬大 45m47
2 小笠原義之 東京大 41m73
3 加藤久晴 東学大 41m36
4 松浦直人 東学大 30m13
5 桜井太郎 群馬大 29m26
6 合田隆彦 東京大 29m00

男子やり投決勝
1 井上直紀 東学大 58m39
2 桜井太郎 群馬大 52m44
3 藤野浩太 群馬大 48m27
4 木村友紀 東学大 46m76
5 関原考之 東京大 46m66
6 池田大行 東京大 46m03

男子トラック順位
1 東京大 76
2 東学大 68
3 群馬大 37
4 埼玉大 31

男子フィールド順位
1 東学大 56
2 群馬大 55
3 東京大 32
4 埼玉大 25

男子総合順位
1 東学大 124
2 東京大 108

3 群馬大 92
4 埼玉大 56

女子 100m決勝 (+6.1)
1 山本知佳 埼玉大 12”46
2 藤澤彩香 東学大 12”69
3 藤井美幸 群馬大 12”79
6 津村瑛子 東京大 14”81

女子 400m決勝
1 小口陽子 東学大 60”62
2 高城夏奈 東学大 62”72

女子 400m決勝
1 前野希代子 東学大 2’14”62
2 目黒亜由子 東京大 2’20”63
3 江連麻紀 東学大 2’24”38

女子 1500m決勝
1 前野希代子 東学大 4’47”66
2 西村明真 東学大 5’00”90
3 池田美穂 埼玉大 5’08”09
5 河本和美 東京大 6’01”40

女子 3000m決勝
1 富山美佳 東学大 9’53”03
2 牧原幸子 東学大 10’43”29
3 中村紗恵 埼玉大 11’41”95
4 清水里紗 東京大 11’54”94

女子 400mH決勝
1 土田礼子 東学大 63”74
2 塩入敦子 東京大 65”93
3 大野瞳 東学大 71”23

女子 4× 100mR決勝
1 東学大 50”34
2 東京大 52”84
(小原-塩入-本間-目黒)
3 群馬大 53”37

女子走幅跳決勝
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1 高坂詩織 東学大 5m32(+3.2)
2 遠藤累 埼玉大 5m31(+5.8)
3 阪本文奈 東学大 5m22(+3.5)
6 小原明恵 東京大 4m58(+2.3)
8 本間諒子 東京大 3m69(+1.5)

女子棒高跳決勝
1 本間諒子 東京大 2m60

女子トラック順位
1 東学大 36
2 埼玉大 12
3 東京大 8
4 群馬大 3

女子フィールド順位
1 東学大 7
2 群馬大 3
3 埼玉大 2
4 東京大 0

女子総合順位
1 東学大 43
2 埼玉大 14
3 東京大 8
4 群馬大 6

3 2004年度部内5傑 2004.7.11現在

男子 100m
1 米田 武史 (3年) 10”69(+0.6) 5.1
2 式場 健太 (4年) 11”14(+0.1) 5.15
3 相川 啓佑 (2年) 11”39(+1.3) 4.24
4 瀧山 健 (2年) 11”41(+1.3) 4.24
5 三好 信哉 (2年) 11”72(+1.5) 5.22

男子 200m
1 米田 武史 (3年) 22”12(+0.5) 5.15
2 相川 啓佑 (2年) 22”69(+1.2) 5.22
3 瀧山 健 (2年) 23”28(+0.7) 5.22

男子 400m

1 堀内 壮太 (6年) 50”25 5.1
2 伊勢田 明弘 (2年) 50”99 5.22
3 沖田 朋憲 (1年) 52”51 6.19
4 小澤 聡 (1年) 52”53 7.11
5 田中 佑貴 (3年) 52”4 3.28

男子 800m
1 村井 昂志 (3年) 1’57”67 4.29
2 庄司 一郎 (3年) 2’00”40 7.11
3 橋本 淳 (2年) 2’01”59 5.22
4 新井 邦生 (2年) 2’01”6 3.27
5 割沢 高行 (2年) 2’02”8 5.39

男子 1500m
1 新井 邦生 (2年) 4’01”6 6.27
2 中原 健二 (3年) 4’05”2 5.22
3 庄司 一郎 (3年) 4’11”3 3.28
4 千島 悠司 (2年) 4’11”5 5.22
5 岡田良平 (2年) 4’12”2 6.27

男子 5000m
1 松本 翔 (1年) 14’30”82 5.17
2 村田 拓哉 (3年) 15’34”47 5.22
3 中原 健二 (3年) 15’47”8 3.27
4 宮崎 哲平 (3年) 15’49”90 4.29
5 岡田 良平 (2年) 15’50”79 4.29

男子 10000m

1 松本 翔 (1年) 30’03”94 5.14

男子 110mH
1 田中 啓 (4年) 15”48(+1.3) 5.1
2 梅沢 啓 (2年) 15”80(-1.3) 5.16
3 持永 新 (2年) 19”86(+1.7) 4.24

男子 400mH
1 伊勢田 明弘 (2年) 61”33 6.20
2 磯部 洋輔 (2年) 61”7 3.28
3 坂田 祐輔 (2年) 62”9 3.28

男子 3000mSC
1 深瀬 剛正 (4年) 9’38”44 4.18
2 岡田 良平 (2年) 9’58”60 7.11
3 中原 健二 (3年) 10’18”39 7.11
4 山崎 大 (2年) 10’23”69 7.11
5 清松 啓司 (4年) 10’24”21 4.4

男子 10000mW
1 春木 洋輔 (5年) 44’36”6 3.28
2 深尾 宙彦 (2年) 51’56”1 3.28
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男子 ハーフマラソン
1 松本 翔 (1年) 67’09 7.4
1 門脇 充典 (3年) 83’07 4.11

男子 走幅跳
1 竹内 昌男 (2年) 7m15(+0.8) 4.25
2 藤田 靖浩 (4年) 7m13(-0.1) 5.2
3 吉岡 和夫 (4年) 6m90 4.18
4 相川 啓佑 (2年) 6m63 4.25

男子 三段跳
1 藤田 靖浩 (4年) 14m66 5.1
2 佐野 太郎 (2年) 13m97(+1.1) 5.22
3 林 盛 (2年) 13m02 4.4

男子 走高跳
1 田中 啓 (4年) 1m90 5.22
2 宮 正彦 (2年) 1m90 5.22
3 持永 新 (2年) 1m60 6.19

男子 棒高跳
1 持永 新 (2年) 3m80 3.28

男子 砲丸投
1 合田 隆彦 (2年) 10m88 4.25
2 持永 新 (2年) 9m04 3.27
3 田上 遼 (1年) 8m79 5.22
4 小林 宗隆 (1年) 8m52 5.22

男子 円盤投
1 合田 隆彦 (2年) 37m71 5.22
2 倉員 智瑛 (1年) 26m73 5.22
3 庄司 宇 (1年) 26m36 7.11
4 吉岡和夫 (4年) 24m82 7.11
5 小林宗隆 (1年) 24m50 7.11

男子 やり投
1 池田 大行 (4年) 47m03 5.17
2 田中啓 (4年) 42m97 7.11
3 持永 新 (2年) 37m50 3.28
4 小林宗隆 (1年) 29m79 7.11

女子 100m
1 小原 明恵 (2年) 13”27(+1.0) 5.22
2 津村 瑛子 (4年) 14”82(+1.3) 5.22

女子 400m
1 塩入 敦子 (4年) 58”80 5.16
2 目黒 亜由子 (4年) 61”34 4.24

女子 800m
1 目黒亜由子 (4年) 2’16”40 5.15
2 向田 恵 (2年) 2’28”20 5.22

女子 1500m
1 向田 恵 (2年) 4’57”56 4.29
2 河本 和美 (2年) 6’01”40 7.11

女子 3000m

1 清水 里紗 (2年) 11’54”94 7.11

女子 400mH

1 塩入 敦子 (4年) 62”06 5.14

女子 走幅跳
1 小原 明恵 (2年) 4m35(+1.7) 5.22
2 本間 諒子 (1年) 4m23(+1.1) 5.22

女子 棒高跳
1 本間 諒子 (1年) 3m00 5.14

文責 : 平野茉来
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